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昨年忙引続卓

9月宋までのう

1.醜査望軌

道の3空域1

忙エって行竜

2.測定結果(

1965年王

3.19 65左∃

月15日エ!

等試料は.全

粒分析を行1

C七,Os,8
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2.中共錆2也棍冥誠の放射性降下物について

気象研究所

三 宅 蕃 鵜

杉 村 市 島

○金 沢 振 子

墟 橋 勝 子

葛 城 華 族

1965年5月14日午前11時(日本時間)忙タクラマカン砂漠でおこなわれた中共の第2回核

葉陰からの放射性降下物の放射化学的および気象学的考察をおこなった0

束京忙おいてほ,第2回目の核実験の影掛ち 6日後の5月20日から21日tでの降水にあらわ

れほじめ,全β放射能で344mC/貼尺降水量7訂mm)が観測握れた○

ゎれわれは,上記の降水100g忙ついて放射化学分析を封こなった結果,核分裂生成物の他忙多

量のNP-239と若干去のU-237が見出された○(第1表)0また,Sr-89･肌-103･Ⅰ-

131,Te-132,Ba-140垂の降水中の墳鹿の割合叫U-235の熱中性子忙エる核分裂収率

覿1表 第2回倭実験忙エる降水中の放射性物質の分析臆果

(19防年5月21日現在:触発後7日の値忙換算)

Nuclide

fission and
fission

induced product product

Np-239 31.2%

の割合とほ手

放射性降~

235,23

気象学的プ

たことがわフ

川 緒 言

19 6

より採取

のⅢⅠ鮎

仰 試 料

自然萬

卜忙より
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窮1凶1965年1月15日ソビエトの地下槙嘘発からの放射能ちりの流跡触
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5.辞1日仲共横転先菓岳如こ由来するフォール7ル

アウト粒子にみら礼る王ractionation効果

大阪府立放射嚇中央研究所

真 峯 哲 私 書 川 和 子

0松 並 忠 熟 慮 田 晃

1964叶1川16日忙わなわれた第1回中共核賭発実験忙由来する強放射能フォー功アウト粒

子忙は二つの止反対の迎のfractionation効果が見出された0第一の型甚1961年秋封エぴ

1962年秋のソ連の大型空中慮発忙由来した強放射青巨粒子忙観測されたものと同一の型で･この塾

の粒子では95呂r+95Nbの含有率が異耶高く･103Ruの官有車が異常忙低い0これ忙反して･

簸二の型はソ連硝子忙は見出されたことのない型耳この型の粒子は95呂r+掴Nbの首府挙が

非常忙低く,10ユ肌の含有率が非常忙高いoFig-1のスペクトル(F)卦エぴ(S)は与れぞれ窮一

ぉよび第二の剋のfractionationを示す早通粒子のスペクトルで,いずれも起鹿28日後の11

月1･3日忙測定されたものであるo10a蜘と95笈r+95Nb忙エる光電ゼータの高書が二つの墟

子で適忙なっている｡当時採取された約3UO個の粒子は種々の度合忙fractionationな受け

ておb,窮一の型またば第二Cj型のfractio□ationを示してぃたが･特忙放射能の大きいもの

は例外なく第二の型のfractionatidnを示してぃることがわかりたo

fractionationの程度を表わすため忙,ソ連の粒子忙つぃて先把試みたエう忙･

(l)Edvarsonら忙よって次式のよう把定義書れたf了actiomtion factor f を用いる

こと忙した｡

よりも数日遥

fac tor奄

f act or揮

発性の振絆レ

いの忙反し1

忙低層大気中

中からの比重

表中の放牙

対する2.5よ

する0.15と

期(3.2min)･

する｡したカ

大阪地区台石
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日本忙おけるCs137卦よぴSr90降下量
(単位:m亡/kT㌔)

東 京 札恍 仙台 秋田 大阪 福岡 水戸

1963

Us-137 Sr-90 Sr-90 Sr-90 Sr-90 Sr-90 Sr-90 Sr-90

52.3 19.1 21.3 17.0 40.3 13.8 20.0

1964 16.1 8.6 17.4 15.1 21.3 7.6 8.7 1■■■

!1965年1月 0.39 0.24 口.67 口.27 1.86 0.24 0.88 n.25

･ 2月 0.45 0.2p 0.47 0.28 1.70 0.14 0.18 0.10

3月 1.68 n.68 0.66 0.33 2.19 0.21 0.55 U.31

4月 1.54 0.65 0.3〔; 0.36 0.99 0.46 0.51 0.53

5月 2.12 0.β4 0.14 0.40 0.33 0.34 0.35 0.6T

6月 1.82 0.59 0.29 0.36 0.74 0.29 0.31 0.53

了月 0.49 0.18 0.15 0.31 0.29 0.14 0.15 0.23

■

皇1965年1～7月
ロ

8.49 l3.27
u

2.74 2.31 8.10 1.82 2.93 2.62

8.浮遊陸中の放射性核櫨

放射線医学総合研究所

鎌 田 博. 村 越 幸 次

佐 伯 誠 道

忙ついてf
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川 サンプリング 集塵効率が良好なこと,d放射能測定上有用なことの理由からミリポ7AAフ

ィル相川いてリンプリング㍍J･′Jた0旺㍉袖丈約30t■川で,j州‖川棚帖出るた抽1け連

続蜘拍子rっている0川あたりの全吸引空気抽よほゞ40m律,これは成人の1｢伸助畳の約2

倍忙相当する｡

仰 測 定 サンプリング試料はサンプリング終了直后,24時聞后忙全β放射能針軌定した｡そ

の測定値忙応じてd放射古紬僅が行われた｡測定器は12けヤンネルパルスハイト丁ナライザ_

と半導体検出器の組合せ忙よるd撼スペクトロメークである0叫放射能測定忙はフィルタをそのま

ゝ測定する方法と,化学処理后測定する方睦とを併用した｡

伽 全β放射能 町政射能測定上の目安とするため,集塵后1日または2日后の全β放射能測定を

行っているが,最近このレベルが低くなる傾向忙ある｡

(4)α放射宙巨 Po-210･Pb-210,l】Lト239(240)寺の測定が行われた｡-〕u-

239忙ついてはそのレベルが般近低くなっているようである｡Po-210,Pb-210は細臼のレ

ベル蛮地がはげしいようである｡

倒 人工α放威拍巨(5･15MeV付近のもの)と人工β放射能 両者の測定値を比威した結果ほゞ比例

関係の成立することが認められた｡

10.雨水中のP虻-239について

気魂研究所

三 宅 泰 二租○葛 城 幸 雄

出 血 タ言 由



1l.由近の雨水旨のトリチウム態度について

理研

浜 田 連 二,○高 橋 且

1960年以降の雨水水道水地下水等のき比含有量針軌定した結果並忙測定法忙ついて最近改

良を加えた点ヤ測定上の剛虚点忙ついて報告する｡

1)測定法

一般忙天然水のトリウム偵鹿は低いから試料な纏綿してから計数し,痕輪後のトリチウム世塵tか

らもとの感度t｡忠求めるのが普通である｡試料恵一且轟留の敏感蘭ほ行うため加平塾電解槽を恒温

憎忙浸し,定鞄虎電嘘缶用いて電解すろのである科その際電極物賀ヤ電極の華南状態忙エって分耀

迂曲が興る｡般粘前後の試料の容租をVoおエぴⅤ,嘘鮨前後のD封上び3比の癖鹿を如do,-d

ぉよぴto.tまたn封よぴ3=の卦雑定数をdおエぴβで表われば次の式が成り立つはずである0

昔±(岩)㌔仁斎)β
aとβの関係忙ついてはLi凸stlundはene〟.a=1.337なる実験式を出し1),J･

81g亡1eisenはぜ.β/g.d=1･40.C･0･Swain等ほぞ.β/g.d=1･44なる

理論式を出しているどI軸小五これまで電解憎がastlundのものと似ていることから,偵備後の
試料の壷水痘盤台測定し,これ忙よりα告求めてg.･β/老.d=1･33丁なる式を用いてβを求め

て来た｡二三年前忙直接き比を計数できるエうな試料を用いて訴べた陸佐はこの方法ほ5%以●Fの誤

差しか生じなかったのであるが,4)振乱予他的な実験を行って調べたところでは我々の場合忙ほ1･4

くノブ β/β dく1.55であった｡このdとβの防備は今後な封検討しなければならないが,Ost-
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計鼓管忙1

混ぜるとさ

教法忙つい

2)測定

束京駒込

の後/62

嘘庇の雨が

また汚染も

れを測定し

のものがた

た方がよい
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･-300
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椀 j11 器
塵の厚さCl11350mむ′昆

u岬Aloka-4225キャップジュラルミン1320m射崩

.tl仙
北 けこ

AltILa rl'DU-1 スケーラー

Alいl､alJC-1u レートメーター

校正用赫癖

lもa-226 690〟C

Cs-13T lOOノIC

髄危峯校正常数

-

n.059〟r/11r･CPm

測 定の方
GM管を屋上忙直立

コンクリート床上1In,地上5m●

1962年以降の月平均値忙ついての変動は次の凶の迫りであり米ソの債癌発実験中止忙よって政

論忙減少し1964年以政は大体8ふr/hrのポ鞋忙ある○(囲1)

0仙骨のF方忙由る立体角は,コンクリート床面忙対して約=%をしめしている○このため

faIl-Out｣の多い場合忙は屋上のコンクリート融エりのr感の寄与が陶趨なので･適宜除柴を行

っている｡な封宇宙亜兢分は差引いていない0

〝て/b

βて′



主賓イオン

区 分
Ol/ POg/ C8H50T仰

損料孔の塩細成 eむ′e 0.033 0.024 0.074

〝 比 ロ 0.丁3 2.25

伺嫡内塩組成 eむ′e 0.64 0.70 0.22

〟 比 ロ 1･0旦 0.35

したがって,イオン変換樹脂の陰イオン塩軸組成がCl/1,Poヰ〟1.09,C｡H50丁〝/0.35

のとき忙適当な状態忙あることとなる｡

このような交換樹脂内塩組成を与える忙都合のエい塩類溶液金作るため忙

佃婚内塩組成比+牛乳中の塩虹成此

2

忙よって偵られるCI/,Poヰ〟/,C8H50丁〝の頻度此女基準として,逐次潜蘭の糾劇的な鹿止忙

より,処理される牛乳中の塩組成忙変化をもたらさない再生錯放を求めて与ると,

区 分 再生碗の塩組成 e写/′せ 処理中の塩親政変化% ~1
Cl/ 0.09

-20.6

Poヰ/〝 0.08 - 1.1

C8H507〝/ 0.83 -

0.8

となった｡

以上忙よって作られるⅠ比A-410 の鳴食塩型の廊脂塔忙よって,牛乳中忙含ま九ているト131の
■ノ㌧ l■

ノ_L■
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0

牛乳の放J

もっている`

今回も先±

全凶8県t

-で指定配1

ン∵7●ル吋鞄

飼料Iも｣

合したもの‥

川 Sr-9

山,香J圧

政するの一

時期的書

ことさら彗

加していJ

(別 Cs-1

ところが日



15. 牛乳におけ呑ST-90の分泌鮭馳

虚林省畜産試験場

檀 原 筑 ○宮 本 進

韓国`畜産試験場〔IAEA留学生)

任 京 淳

牛乳のSr-90汚染は2つのルートがある01つほ朗料忙汚嬉してとりこまれ,そのませ牛乳忙出

てくるルートと,他は骨格から牛乳忙移行するルートであり･実際はこの両者が混合して牛乳の汚染

となってあらわれる｡

外部崩墟〔僻し駄科水など)忙汚染がなくなれ吼牛乳の臼r-90汚剋よ･すべてが骨格忙由来

するであろうし,適忙骨忙比べて墟境の汚染がきわめて高くなれば･牛乳へはもっばら後者が大とな

ろう｡

現在,墟境のfallout が減少してきても･牛乳のSr-90鹿度がさほど大きな対応左示さな

いの坊牛乳のSト90の払拭はこの2つのルートがあって･骨楢という大きなブールが存在するた

めといえる｡反鴎Cs-137のほう喘■飼料→牛乳と直接的であり･このようなかんし上う物は廊

在しない｡

これら2つのルートの何れが,相川なる条件忙エって,牛乳汚柴佗より大きくあらわれるか忙つい

て,先年蛙軋亀モルモクト,ヤギ忙よる予備実験を封こなってきた0

今回は乳牛缶用いて,臼r-89を骨格忙ラベ′レし,Sr-89酌司科忙付加して投与し･その牛乳忙

現われる割合呑もとめた○その結果,飼料中のCa青島骨格中のOa鮒嶋その他の条件忙エり

り1日2

忙~Fげた

北海道

試畜産部

式忙よる

～4倍て

かくし

Iest)

っては■

これま

が,この

れも対照

の体忙看

家畜I
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量を検討してみた｡その結果は第2図忙示すどとく,牛属骨糊の Sr 礎盤の差はほとんどなくな

った｡これまでの牛属骨のgOsr
腱鮭(S･U･)-ち常忙属骨が牛骨の約2倍の値を示していたが,

HIノ10UOt〕吊り比は比･t･j･で把明忙IIH,Sr帥馴拙1りのgOsr払暇で伽机⊂ほとんと差

のなかったこと叫 牛.隠英日一の汚染腺忙エって汚染卓れていて,安定Srの羞の近い忙よって見か

け上川sr 山鹿が著しく追っていたことを示すものであろう｡さら忙一地域忙エって汚染度忙かな

りの差が認められていたが,これまで試料の比頗的継続して採取できた北海亀東京,宮崎の3地区

忙′-いてその昌r砕1りの醐持r崩を求的てみたが,ヤはり川sr汚染適せ求也てみたが,やはり

州射･朽那加ほ差がみられた(窮3凶)｡

年令と汚染鹿の閲係鴫 これまでは余り明きらかでなかったが,本年の成適では,汚染鑑の極めて

著しいものは比蝮的年令の若いもの忙多かった｡

18.土塊および米笈のSr-90について

鹿林省線菜振備偵究所

○小 林 安 危 石 川 糞佳子

揮 村 職 人

前年忙引続き,窮1凶忙示ナ全国各地

の農業試験場の土壌およぴそこ忙生育し

た米麦な対家とし,既#の試料恵も含め
90

≡l■コ ヰ軒



簸3表 小麦(玄麦)のgOsr 含量(pc/kg)

採 取 年 度 平 均 実測値の範囲 例 数

昭和 3 8 年度 331 141′･一740 13

昭和 3 9 年庶 227 70･-725 皿

窮4未 米の帥sr 含量(pc/kg)

採 取 年 鑑 平 均 実測値の範幽 例 数

玄米♯

昭和3昨生白米

96 29･-222 15

7.3 2.1･-15.1 15

玄米

脚39年度白米

ロ

43 21一-113 15

5.3 1.6一-9.1 14

井 覿6回放射能調査研究成果儀表会(科学技術庁,主催,昭和39年11月)忙一部

軸告した｡

八宝麦麦

小麦忙つ

の値の約1

の窮1ピー

は,畑土墳

年忙おいて

忙相当する

少傾向を地

いて息政な

汚染は,土

のと考えら

次忙米の

36年の分

小麦の場合

90日r
昔

依然高いこ

既報の療巣

ある｡第3

ことである

90sr
が

さ九る｡ま

稲の生育勤



節1黄水田土壌の置換態Ia70sと90sr(mc/mn2)

1a7cs 39 3～89 15

90sr 39.0 12～82 1__至

1370s 18.4 2.5～39.1 15

帥sr 41.0 14～109 15

覿2表米(白米)の13Tosと帥sr含酎pc/kg)

帝取年鑑 ■横 棒 平 均 芙曲‖直の他出 別 揖
探

娼和38年蛙
l

13Tcs
113 24一} 220 15

帥sr
7.3 2.1′-15.1 15

l"us 67 25′- 1とi5 15

哨和39年鹿 gOsr 5.3 1.6･- 9.1 14

100

忙土壌の

虚l折u

り固定さ二

高忙毘=

忙は全般〔

和34年(

る必要がヱ

本海側-j

である｡t

はれる｡責

比率イ3

が90sr

水稲体内ケ
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憤化物の沈踵女分粧し砥醜法で分誠測定した｡

(4)結 果

分析舶L音.陳は机1未のとおりである｡表中のPC/Lgは帖土1Lg当りのPC告示した0単

位l刷捉当り町政射能pc/ルn2の如出忙あたってほ,5c=-より昧軸への舶寸性接種の琉亡女考臆し

ていないので,実際の地表の苗兢跡よ本表の奴値より若干上廻るものと考えるのが妥当である○

(5)摘草および考恕

90日r及び-37cs
の濃度を採取年月日毎忙プロットしたのが第1幽及び覿2凶であるが,前

軸と本軸の結果を併せて考賀すると次の帆句が認められた｡織草地の由鑑ほ草地土壌及び戦亀

州表土町政射性成蝕偵蛙は平均値忙お小ては帥srよりも=Tosが高く･lヰヰceのレベルが最

も高くなってhム｡

(引 90sr,137cs共忙傑地よ.り草地の方がレベルが高くなっている0草地は傑地よりFalL-

otltの保持性が良く,裸妙よ衷層忙保軸堰れたFall-Outが風雨忙よる移行戒亡が草地より

大きいと思われる｡この現廉は137csのレベルの変動が大きいことこから観察される0

特忙新娼では傑地と草地の差が大きい0新潟の士は酔生てあり,礫地匿おいては放射性壊穐の

移行止亡が著しいものと考えられる0

21.上水道水中の放射性感触浪度

放射感庭草総合研究所

′~､ヽ ■. m l一量■
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的1衷のつづき

大 阪

"
採 水

挺 軸

90sr 137cs ‖4ue 川6比11 8q出r

年月 日 PC/ゼ pc/g PC/g PC/g PC/g

19f14.4.23 痴 水 1.06 0.24 1.64 0.07

〝5.11

〟6.8

蛇口水

嘘水

1.01

1.19

0.18

0.35

0.14

1.58

0.01

0.01
■

〝6.11

■

〟吊.12

蛇口水

嘘水

1.1吊

0.92

0.22

0

0.22

0.33

ロ

U.12

0.00

tl.(IO

■

-

〟8.24

〝10.23

蛇口水

曲水

0.79

U.69

0.21

0.09

0.00

0.13

0.00

0.03

■

5.70

〟10.28

〝12.21

蛇口水

曲水

0.68

0.84

0.08

0.12

0.00

0.03

0.00

0.10

5.47

2.96

【〝12･25
l

19f;5.2.23

蛇口水

癖水

0.81

0.74

0.07

0.15

0.01

0.01

0.03

0.04

2.ボ1

1.25

〝
2.23 蛇口水l 0･62!

0.11 0.00 0.00 1.1U
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日常食のr組政高分應

(1964年6～8月試料)

16時間制定

256チャンネルr線故高舟析器
(東芝製)

クリスタル:3■¢X2′(Nal)
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24.1964年度における海洋生物の全

ベータ放射能について

娼林省東海区水産研究所

○服 部 茂 昌, 本

木 立 孝,

鈴 木

奥

田

至

司

子

鹿

喬

萩

城

谷

中

1964年蛙忙太平洋側で行なわれた軸洋生物放射能訴査の.賀札 および前年まで忙イ専られた資料

忙基づいて,その結果の概要を報告する｡

1.生物群別放射能水準

推知忙よる放射能水埠を生物群別平均値忙エってみると,従来何棟プランクトンが他の生物群堰

くらべて圧倒的に高く,択分1g当り動物プランクトンは523上川C,植物プランクトンは637

勘町こ をそれぞれ示した｡このほかの生物群はいずれも100〟〟C以下忙ありきわめて低い水準で

ある｡従東 伯物プランクトンの放射能は動物プランクトン忙比べ低かったが,今年度忙おいては･

逆の規凌がみられた｡この臆因忙ついては明らかでないが,この植物プランクトンの高い平均放射

墟値鴫1964年5月の銚子柵 7月の八丈島出梅で採集された鵬物プランクトンが商い値であ

ったこと忙よるものであり,これらが此奴的沖合忙発生した珪痍群であることは琵目される｡

2.放射能分布の海域性と経年変動

放射能の測定の行なわれた海域を内湾域(束京帝),噴岸水域,嬉潮反流域の4水系忙分けてプ

ランクトン放射能の水準と変動傾向を考察した｡内噂域〔東京湾)忙おける放射能は1963年蛙

厄1撼びこイ止7k海であゎ.19 64生謄の太誌l春忙お山ては149一-265〟〝C を元Lた∧ LかL.

えしてはl

う忙従っ･

3.放射能1

ブラン

ては19

50,1(

袈,測定っ

0,50,

あったが,

した｡

ネクトニ

管内容物づ

mまでの再

測定が行1

陸棚斜面軒

集された¢

スは大陸弔

している五

棚斜軋 留

かと考え∈

る3町以｣

海底の方カ



.,J抑〔糾灰分5g)

州＼=山t,t･1L･,tl",XH,Hr･Hl,Nt},lL"･畑=･=･)抽))lI

抽刑〔情‖l--､2(1U3-KN〔)3,2‥1‥1)3(】g女加えて約11嘲刷融柚

木IuU=lで昆Ill

Na2U210g缶加え,煮沸.遠心分醒

両立竹夕刷物
再赦〔A〕

川Ll,Fe,uO,Sr,呂r7〔一c) (Zn･Nb･1もu･Cs)

9N HNO310Inl女加えて幼硲上糸発乾儲

c｡.-C.LINO｡5nll針加えて癌潜上感発乾固

9N11NO,10ml,30%H2021-nlを加えて煮鴫遠心分距

不遠性残留物〔C〕
溶液〔B〕

(ヱr,Ce)
(Mn･Fe･00･Sr･Oe)

〔A〕

溶液〔Zn,Nb,Ru,Os)

6N(N=ヰ)空8 50mlな加えて加私達心分雌

偵化物沈感 (呂n,且u)

9N11NO310mlを加えて痘瘡上盛発乾固
～ L●

溶液(Nb, Os)

朋nO



〔C〕

不溶性残留物〔乙r,Ce)

6N=2SO4 5ml,上IF水5mlを用いてケイ酸除去

6N NHヰ0= を加えて生ずる洗顔女とり,醜削

(K2COき-Na空COい1:1)10gで感触

水で痩出

l
不溶性致留物(払r,Ce)

6N H2SU4 51¶l女加えて白煙な生ずるまで加地

水10nllで希釈して不癖物を遠沈除去

6N Ntl4UH な加えて水劇ヒ物女沈政

2hトl〔】120fnl忙俗解

1Mマンデル戚溶液5ml七加えて加熱し,虚心分感

デル戒ジルコニウム眈廊

6N NaU11で分軌 Zr(Oh)ヰ立

遠心分娩 2N HC120ml忙溶解

Ce担体5王Ⅵgを添加1Mマンデル鹸

痴液5Ⅰ--1女加えて加熱洗顔生成

嘘別

且r(ロ6Ll5 ロト揖HCOO)ヰ

棄却

(C亡)

6N NaUH.な加えてOe(OH)3な

沈観】拍iⅧ15ロト忙椿吼

〔B〕匪分の川e,00-
Sr,

0亡)HCl溶液忙合一する○

〔B〕

新租 広貞

11月,19

らの試料魚H

た敏4500C

Sr〔コ0きとL

13型(Oa

幽セシウムと

伽 結果と考髪

結呆は改葬

① 魚骨の電

5･-6f

水魚の分有

は,蹄水席

た｡

8･-9J≡

鵡の2睡lヨ

ラ鴫 新蹄

魚では.更

であり,舛

牛魚であ雇

10一-】
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り,廃水軋は45･0～l拙0の馳出である0広島のこいの骨中90srは,鴨新軌榔の

そ几よりかなり低い仙⊂も拘らず,137us t蘭娃はやや高い0

2～3月証=の由止血の如周,匪旭吊溝ゝよそ5～35pc/kg fresI-である0一方･淡水組

ほ,10～11月試料とほほ同じ帆句である0

以上腑榔39年虹の触仰のgO臼rと1370s地底忙ついて記述したが･醜水飴は･軸水魚忙比

べて基忙要し〈高い最鑑を示したが,これらの原因忙は,棲息水の潜存塩軸出払放射能出凰プ

ランクトン及び旭渦物などの生活域税吏忙免租年令,牲別等忙よるフ拍沌噛蘭係数の差等があ

げられよう｡現在.若干のもの忙ついて碩討女加えているが･その一例として淡水魚棲息水がOsr
137cs仏組立別表忙示す｡同じ時期忙於ける海水(水路紬)河川水(放酌f)と比較すると娩水

胞息蹄,中5srで河川水の1･0～1･鴫海水の2tU-3･鴫冊csでは河川水の1･5～

3.0倍,軸水の1･0～1･2倍忙なっている0

27.郎拍重39年度抽入食品中のSい90およぴ

Cざ一137の定畠

由立腐生試験所

哺 久 保五郎, 塩 谷 肋 嶋

他 摘 秀 治

点者らは,酎日本人の食料のうち,特搾油食堂の大きく,また細入忙たエっている脱脂制札･小
go.1

.__..1ユ7ハ_ _､.1日..′h三l.rl‥′_ム=二止._J-
1凸 亡 り血:tlfJ伊.bレナ⊥ 劫t屯lの船

1､abl

Date
of

PrOduct

1963

〝

〝

〝

〝

1963

〝

〝

1963

〝

March 】

1964 Ⅰ

〝 〝

II

〟I〟

〝I〟

〝l〝

〝I〝

〝

_
〝



れておれ 米国内でも比較的汚染の高い地域である｡

それで生産された粉乳もかなり高い根底の90srとl折Osな示していると思われる｡

TabIe 2･90sr and1370s concentrationsin pasteuri=ed

Jnilk,March1964.

(Average concentrationsinJLJLC/L)

Sampling

■

locations

90sr 1370s

A4innesota 30 195

Iowa
26 110

Wiscn=lSin 18 160

South Dakota 30 175

ilりrthl)akota 39 155

Nebra′ska

H

26

円

110

小麦中90srと1370sの温度忙ついては,米国の報告5)･6)忙Kansas卦エぴWashington

で1963年忙生産されたもの忙ついておおエそ,甘Osrは8-50仰C/100g,1きTCsは

34～41脚C/100gという数字がヰられ,塾者らの結果とあまり差はみられなかった｡

4.文 献

り 科学抜府庁嗣:放射性ストロンチウム分析乾(1963),科学如何庁

2)長沢佳施 砲脊勝頑:腐生試報.81,73(1963)

(1)緒 言

河川水中の:

られる｡このず

(2)試料採取

新潟.東京

K式採泥器あ

取堆積士を執

って,2561

(3)結 果

試料の帥N

を第1図把あぃ

向であった｡1

された｡



第1表 河鹿土中の放射性核種濃度

試 料 gOsr

mcノも
採 取 地

採 取

年月日
左 岸 部 流 心 部 右 岸 部 平 卑

信横川河口

(新潟市) 1964. 8.12 0.39 0.01 0.6T O.02 0.55 0.01 0.54

〝 1964.12.23
l

0.69 0しnl 0.35 n.53 0.01 0.5色
一江戸川

(市ノーl橋) 1954. 7.31 0.07 0.002

0.170.01

0.380.01

0.05 0.002 0.0占
〟 1964.12. 8 0.24 0.01 0.12 0.01 0.23

淀川

(桜宮橋) 1964. 7.28 0.59 0.01 0.48 0.02 0.54

∫ 1964.12.24 0.55 0.01 0.11 0.01 0.33

試 料 1卯臨 m c

信繰川河口

(新潟市)

〟

1964. 8.12

1964.12.23

1.65 0.03

1.27 0.03

1.78 0.03

1.60 0.03

1.65 0.03

1.17 0.03

1.69

1.35

江戸川

(市川橋)

■

淀 川

1964. 7.31

1964.12. 8

0.22 0.01

0.23 0.01
0.26 0.01

1.13 0.02

0.22 0.01

0.15 0.01

0.22

0.44

さ′



チモールはメチルエーテル把誘導し･直接シソチレーダー溶媒として用い,通常の20mgのvialで

常法把従って別定した｡

又.枝実旗開始以前に採取された了ルヨールも数試料〔京大廃村武信博士)の御好意忙より入手出

栗たので剖克点として加えた｡

測定試料

()アルコール

原 料 竜 地

(1)壕甘 鹿児島県

(2) 〝 静岡県

(3) 〝

愛好県

(4) 〝 茨城県

(5) 〝

熊本県

(6) 〝

鹿児島県

(7)糖 密 フィリツビン

(8) 〟

フィリツビン

(9) 〝 〝

丘d 〟 ∬

仕1)生甘 熊本県

は ∬ 茨城県

は 〝

静岡県

= メントール

掴 北海道ホクレソ北見薄荷工場

製造年月日

昭和39年11月 日

39.11.16

39.11.19

39.11.19

3 9.11. 5

3 9.

3 9. 7. 6

2 6. 4. -

29. 1.28

24. 6.2丁

29.12.15

30.11. 一

31.11.23

製造工場

鹿 屋

磐 田･

近 永

石 岡

肥後大津

出 水

千 乗

肥後大津

石 岡

磐 田

旨
q
h
3
-
○
朝
＼
一
己
p
-
聖
乙
-
U
ゴ

放射能温泉

nlの分析方



31家屋内におけるバックグランド放射線先の測定

放射線医学総合研究所

渡 辺 博 倍 ○山 下 幹 雄

′ト ロ 節 子 宮 国 信 栄

天然放射嘩把よって･人体が受けている外部被曝繰竜を評価するための一資料として･家屋内把おけ

る棉置率の削定を行なっている･-一般に･野外把おける線皐率は･字南棟による寄与を除けは.主とγ

て大地からの放射頓忙よるものであるが,家罷内把おいては,吏把.建築材等に含まれる天然放射性

物質からの碑竜寄与か有意な程度把考えられ,従って.犀内碩畳率は.建物の種類把よって.かなり適

ってくることが予想される,本報では厚内棲苛寒が,唾物の種類.および大地放射線によって変る一般

的傾向を知る目的で･主として,千葉および東京の一般住宅において.行なっている判定忙ついて,現

在まで把得られた結果を報告する｡碑竜寒剤定は.プラスチック製イオンチエン㌧べ-と振動容量電位計

把より,通常,20%より良い精度で判定される｡建築材等に含まれる天然放射性物質からの線量寄

与を推定するため把ほ,屋内把おけるr線の角度分布およぴエネルギー分布が知られねはならない｡本

実験でほ.この目的のために,5哺の舘コリメータとNaI(Tg)検出器(4t･x4･･)把より,種

種の方向から入射するr碑のスペクトルを測定した｡r線スベタト′レは.主として,如K(1.46Mev).

208Tg(2･62Mev)のど-クについて解析した.入射r療の壕束強度は.コリメータ付NaI(Tg)

検出器の感直の方向依存性および絶対効率を実験的把求めること忙より.r線スペクトル解析の結果か

ら求められる0得られた線束強度の値を使って.如Kおよび恥からの一次r線把よる線量寄与を推定

した｡これらの結果と.イオンチエン′く一把よる全線量率との比較から.屋内線量の大部分は.如Kお

の決定臓器と

は色々問題が

各個人の被曝

のグループの

よれは被曝後

て白血病有意扇

Ⅰ太=

但し

なおt直接

間捷撮影およ



第1表 間接揖影を受けた推定人数

性別

!年令
l ＼t

男 女

15 ･･､一 2 4 7 25.T 66 2.0

2 5 ～ 29 4 0 9.0 418.1

3 ∩
～ 34 34 4.7 39 8.7

35′-一 39

】

417.9 3 5T.7

4 0
-､一

4 9 6 7 6.7 5 6丁.8

7 0 6 7 6.丁 7 28.1

u

i70以上 1120･5
H

165.6

単位…‥10千人

一方透視件数は1960年,文部省班研究が調査した値48.2万件を元忙して件数の補正と部位別

の補正をして胸部0.527倍,胃腸1.51倍.その他0.754倍とした｡

3.実験結果
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環境の放蹟

それらの状肇

る｡一方環項

析すること陀

変化がどのよ

このため把は

る場所にはシ

た｡これら推

測定装置l｢

析器を組合増

測定せ行為

を用いたシニ

である｡異毛

鞍山頂であ竜

神を得るた塞
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し.フォール7ウト.天然の放射性物質把よる影響のみをしらぺる場合托は,0.01MeV句MeW)範

岡の制定で十分である｡

34 気温の垂直分布の観測について

水戸地方気象台 ○大 越 延 乗

気象庁観測部 村 山 信 彦

大気放射能観測の一環として.接地気層把おける気温の垂直卦布の予備徳利を行なった｡通風表白

金抵抗温度計な,高さ0.3m,.1.3叫 8.0叫 25.Omの各所にとか付け,打点式記録計で自記

させた01965年2月の汽れを用いて,地面近傍の気温の垂直舟布及び渦拡散係数の日変化を調査Lた｡

(1)逓減率の日額化把ついて

逓減率の最大の時刻は第1園の様忙.高さ1m附近では9時頃,10m附近では昼頃で,気温の接地

捌和ま,日没前に鼻下層に現われて次第に上方把及んで行き.日出直後最下層より.逓減状態忙戻りて

(気温差)

+2.00C

′､､

-○一高鹿差8.0一缶.Om

--●-_高度差0.3-1.3m

EA=t

で表わすこと

(椚 気温及び

Budykol

で表わすこと

いると,2月



XlO吋sec

第2図 気温,風速の垂直傾度より求めた軸及び風力

抵抗温度計の時定数は約0･7分であるが･記録紙上忙はかなりの徴変動が現われている0快晴日にお

ける気温徴変動の標準偏差について･地上から高さ25mまでの日変化(5日平均)を示すと第3図の

様になり.2つの特徴が見られる｡

まづ微変動のコ

徴変動の極大が

現われているこ

寒気移流忙よっ一

様把前忙求めた】



海水中で放射性元素を吸凱た試料からの浸出などは室温(10～2000)で18時間作用させたの

ち14.500Gで30分間遠心分離し･その上澤み液の放射能を測定したn

これら放踊の眼には･80coと1椚csほウエル形シけレーショr計数管せ頂いた0帥sr

は一朗のFeとSr細休として加え･帥Yを化学的に分離･したのち･シ㌧ウ醸ストロけウムとし

て端窓形けM計離管で側臥たqなお･90日rは眼誤差力斬一セント忙およぷため一計の実験を

89只rを用いバ毎水のまゝ涯浸形GM計数管で測定して確かめた∩

栴忘≡≡ごこご竿≡二9(:}｡≡芸冨≡慧訂…諾慧l:芸慧≡:チ崇≡言言デ′と5以上で沈酌始め･P=8･Tでは添加した帥coの6･5肘枕凱た｡これは畑化した帥coの

6.5%カ咄擬した0これほ水酸化コバルトの生成把よるものと考えられる凸

(2)人工海水を用い･特殊成分として軸1e当りPO･2mg･Si2･Omg･FeO･2m貞･Ae

2.Om買およぴブランクト掘砕物(乾物として4耶)細えた結果では･海水のPHが8附近では

coとSr硝水中で年成したFeおよぴAgの水靴物の沈澱に吸着されて数′く-セ叶純臥た0

またブランクト畑砕物による沈静土Co忙のみ約2%的れたnPとSiの存在は全く影響がみられ

ず.またCsの沈静まいずれもおこらなかった｡

(3)海底沈御による吸着をみるため･人工海水100m四り乾物として200mg相当の大阪湾

海底士2点のほか･海底蛸在することが予想されか帖土鉱物および沈澱物としてモノ引ロナイト･

んミキュライト.イライト･タロライト･加水ハロイサイト･ケイソウ土牒鉄臥針鉄臥水酸化

鉄.ギブサイト･水削7ルミニウム･シリカゲル･且鮒末の13舶用い･これら忙よる放射性元

素の吸着割合を調べたnこの際蛸水のF=は8･0蛸として･これより低い場合と高い場合の条件

で比凱たnその頃果Srは畑化鉄忙よって約13%牒殻粉末で約丁%の吸着がみられ･その他の

一▲.._._.山⊥.‥一t爪血丑ふこユL弟ナ.五;_1㌢H･の高低把よる影埴ほ明らかでない0

放射性のSr,l

定量加え.担倒

少なく,担体¢

0～200J`g

ずかであった力

(5)海水中仁

その上から大陸

日間接触させた

上澄みの海舟

加した放射性示

托すぎなかった

は約2甜,00

海水で浸出する

再び溶出きれね

(結論) イ

のごく一部が蹟

こ九ら放射性元

かの厚きの部分

放射性元素の毒

畳が吸着される

溶出さ九る｡

したがってこ



同行なった｡65年鹿は現在までに7測点把ついてI定期調査を2回行なった｡

楕須賀鞋では,64年鹿は6測点を選び.定期調査を4回行なった｡又65年鹿は同軌点把ついて,

現在までに2回の定期調査を行なった｡

3.試料の採取方法

海水ほ,佐世保,樺須賀鞋を内借,外港の2つ忙分け.内港では,満潮時.低潮時の2同,各軌点の

表層.下層から各20gを採水,外港では潮汐とは関係なく,上下2層各20gを採水した｡

海底土は.カンナ型採泥器.浮梶の少ない所でほ簡型採泥器せ用いて採取した｡採取畏は乾燥敵1Kダ

以上となる程度の罷である｡

4.調香結果

海水‥.佐世保.碍須賀両港托ついて.内港外港の平均値をとり.採取月毎の推移を図1把示`した｡

佐世保蒔把ついては.原潜入港前,入港後をみても.内港.外港共変化たく.0.7～1.2如v甥の値

を示し･日本近海海水の値と変かがない｡横須賀港の場合も0･5～1･OJ上〟c/gと佐世保と変り

ない｡

海底士...海水と同様,内港,外港の平均値と採取月毎の推移を図2忙示す｡佐世保港忙ついては,

海水の場合と同様.原潜の入港前.入港後の間把変化はみられず15～40〟βc/gの値を示している｡

横須賀港の場合も12～30上川C/gの値を示した｡

雲冨拍鞋
ーーー表層

-･･-下層
‡外港

1･0トぉβ皇k忘==二=ニモニ≡≡=≡
佐世保港

叫
＼
U

顎.
顎.



なお･オホーツク海.東長都海の測定値の推移把ついても調査した｡
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l.調布方杭

全放射能把つ

側では.対鳥硬

核種分析試料

心で試料把採取

で忙両方合せて

潮源泉調査忙於

2.調査結果

イ)全放射能

太平洋側･･

最低値が3海域

マキシマムが,

ている｡

太平洋側の値

射性物質の慎変
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l2)分析法
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把準ごて行

(3)結果並
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東京湾内

年に行なっ

向は特忙14

るため.p

みやかに現



第1廣:抱仰臥机】の放射性核稚の猥塵(1965年)

ノ: ′こ プ 肘 地

千 葉 港

採 取

月､日
■■

~- 二= ▼ ■~_=■=■■'_.

-

6月 2日

8月25日

蹟 鹿

銅Sr(p亡/
) 144仕(pc/)

0.28 0.02

0.43 0.03

0.06 0.02

0.05 0.02

東京湾内 木 吏 蹄 沖

2月26日

5月25日

$月2丁日

0.16 0.03

0.32 0.02

0.25 0.03

0.11 0.02

0.09 0.03

0

上 総 串 沖

2月23日

5月18日

8月30日

0.53 0.02

0.16 0.02

0.30 0.03

0.11 0.03

0.1ヰ 0.02

0.04 0.02

蔀舅【和布繹 A鼻

4月28日

指月 3日

n.62 0.03

q.53 0.04

0.33 0.02

0.04 0.03

■ 8■
4月28日

8月 3日

q.69 0.06

0.52 0.04

0.38 0.03

0.27 0.03

■ 0■
4月28日

8月 3日

0.82 0.08

0.82 0.08

5月 丁日

広島市広島湾A点

0.06 0.02

0.18 0.03

0.29 0.0さ 0.18 0.02

海水中の放

究成果発表会■

同は二酸化マ

水中の放射牡

尭.α=靡化1

化マンガγと`

A-1 浸盤上

核種が如

′･シウム水車1

ニトロシル1

ネシサム水

叫加(塩1

んど輔集さコ

トリムム)書

マンガン(:



は目下韓討中である｡

A-5 組庇および放辞耶寺間と捕集率の関係

60coについて市販二酎ヒマンガンを用いてげC･20㌔コ･6げ℃で比較した0慌鹿は高い方が捕

倶率は高くなり24時間静揖後の哺生薬は6冊でほ9T%･2冊では55%･何でほ5q%で

ぁる｡又,2爪㌍は68時間後一り℃では102時間韓97%把持する∩

又.川見u,131Ⅰ,85紬を6配で静置すると･24時間韓…Ruは83%･ほlIは23%･

65Znは93%,48時間後は,108nu,88%,】=Ⅰは48%,机Znは95%という結果な得たo

市販二酸化マンガン(50-100メッシュ)0･2g忙放射性核種な吸着きせ･いろいろの条件

の溶輯5qm錘1時間梶丑し喘離把ついて換討した｡吸着さやた核種がOmh占叩e･¢古加･

106Ru.54Mnである｡6000の喝合ほ品M
EDTAのpti3の溶液(晒で調削･59Feほ

川卜左M硝軌85加は志M BDTA･志M
EnTAのpH3の溶削鵬瑚皐)

pH3町酢唄溶液一拍Muほ1～0･1M硝酸がよい結果を示し･脱離率は95%以上である0又･

IN水鴨化ナトリウム･10%水碑化ナトリウムといけルカリ性の高い溶液からは掴00は全く脱

離されない｡1川見u 把ほ高い脱離率を示す溶液せ見つけることは出来なかった0

42 海水中のC-14およぴH-3

気象研究所

三 宅 泰 雄 ○島 田 利 夫

杉 浦 膏 蛭 川 村 滑

海洋におけ

とも忙.人工f

れている｡海ニ

ル数80)

海水中の炭l

ルックムは謂:

ウム触媒のも

するとき,未

使用の計数

の大部分は今

N.14f

計料計数値

ラウンドとし

めると.一55

における値と



βをそれぞれの元素について計算した結果は次表のよう忙なったQ炭素14が最大で･ラジウムが最

小となり.ウランは炭素14把ついで壁物の影嘩なうけやすいことが舟った¢

元 素 名

尿素14

ウ ア ン

トリ ウ ム

イオニウム

ウゾウ ム

0.015

0.5xlO-き

0.3へ4xlO-4

7xlO一竜

1.5xID-7

なお.当研究垂把おいては海水中把おけるウラン同位体比(ウラン234/ウラン238)および電

東国位体比(増井14/軸-5)忙†押する広汎な研究が行なわれ,軸水中における元素の挙動せ全体

的に把握する努力がなされている○

44 深海用′繚測定装囲とモの測定結果について耶

気象庁海洋気象部

秋 山 勉○由 良 武

また■1cp

の関係はr碗こ
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1)雨水:

は高い値を亮
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2)浮遊し



第2菱 食晶類の全放射能

試科名 採 取 場 所
測定

回数

放射昏巨 〟〟Cノ噌♯1g

最高地 最低値 平均値

牛乳

粉乳

牧草

キャベツ

白菜

大根

玄米

フナ

シソミ

サケ

札幌.旭川.帯広

計根別,十勝清水

札梶,旭川.帯広

札幌,帯広

〟■〝

〟∫∫

札幌,旭川一帯広

〝■■■〝

札幌,天塩,帯広

〝■∫∫〟

18

13

18

4

∫

■

6

∫

J

∫

0.48士0.050.00士0.060.25士0.01

4.38士0.430.00士0.001.82士0.11

30.44士12.901.08士0.26丁.74士0.12

0.30士0.050.18±0.030.22士0.02

0.51士0.060.15士0.050.32士0.03

0.25士0.040.1丁士0.060.21士0.03

1.22士0.170.50士0.160.87士0.05

2.】0士0.341.28士0.141.66士0.10

1.83士0.070.33士0.030.97士0.02

0.90士0.130.34士0.100.55士0.05



ヰ6 宮城県における放射能調査

宮城県再生研究所

○佐 藤 新 作, 春 野 輝 子

1 まえがき

1964年4月より1965年3月まで¢科学技術庁の委託調査及び県独自で行った調査把ついゼ

の概要を報告する｡

2 測定方法

科学技術庁婦｢放射能測定法1963｣忙より行い,食品中の旺の分析は分光光度計フレームフォ

トメーター忙より琵竜し40K忙よる補正せ行った｡

ctp･mから脚亡の換算ほ便宜的町軌定試料500郎と同委昔のKOlr川Kのβ線の最大エネル

ギ_1.33MeV)せ凧､,また陸水のよう忙重電が少ない試料忙ついては自己吸収の影響も小きいと

考えられるのでtJ308(tJちのA線で500d･p･8)を刑､て行ったロ

3 測定結果の概要

3-1 陸水･雨水

1963年10月大気圏内核停協摩后やゝ嬢少の傾向にあったが4-5月頃1つの山が認められ

その后1g64･10･16中共第1回の拝実験把より大きなビータがみられた｡仙台の雨水も10月

20日頃より影響が現われ10月22日把は1033T脚亡/ゼのグロスβ放射能七検出した01ケ

月の積算苛も10月は散増な示した｡(第1黄参照)

第1蓑 仙台の雨水の放射性物質降下竜m･C/kmゎーlmth

〝βC(31

42.1J上〟

のもの忙舌

3-3 上ヰ

本県独自

過法1のA

5月頃と1



ヰ丁 茨城県における放射能調棄

茨城県衛性研究所

斎藤 功. ′ト池 亮治,つ中沢 蛙平

森田 茂樹, 高橋 明子

カ′り三げ!:てj･ニける巾叶陣~F膀の放射絹倭勤は,中国で行なわれた2回の核爆発実験ならび忙スプリング

ピークグー骨一一≠で,拾4'ノ1nょう∫て1964年春及び同年10札1965年5月忙ピークが認められた｡

1965勾三1月ソ連地下核爆発実験の際把は雨水降下虚の放射能忙苦ろLい変動は見られなかったが.

第1図のように辞遺産の放射能には高いど-クボ認められ,同試料についてr波高分析器で放射性核種

の分析を行なったところ.第2囲のようにその主成分はB乱l=+lJ㌔川であった｡

逓々環境物質中のSr-90及びCg-137の礎盤把ついて全国平均値と茨城県の平均値とせ比摩して

みると,1964年度茨城県におけるSr-90濃度は雨水庵下速,野菜,牛乳のレベルは全国平均とほ

ゞ等しいが,土塊中把蕃櫨されているSr-90ほ全国平均値よりもかなり高い値を示し,これは土質

(関東クローム層〕の特性によるものと思われる｡またC昌一137濃度の場合には何れも全国平均値忙

等しいかや⊥低い値になっている｡一方茨城県におけるこれら環境物質忙ついて1963年鹿と1964

年庇とを比硬Lてみると,雨水落下亀 野菜のSr-90ほ第2蓑のよう忙1963年より1964年の

方が戚少しているが,土塊 牛乳中のSr-90は1964年の方がほるか忙増加している云

東海何周辺で採取した牛乳中のSr-90の年間変動せみると,1963年及び1964年とも忙7月

前後にど-クが見られ 稚かい変動まSr-90月潤降下竜の変動と一致Lている(第3図1｡

東海村仲忙おける海洋の放射能調査は海水,海底土を7地点で採取して実施Lた坑1965年6月,

左ilレ〝･.ur良l缶巨司乙1≠輔首た十 n 【ミI-J一ハ ノダ ヤ仁盤わr+揚ナナ+山土器=鎧心十壱刃 _都左･1レdコ′丁ヽ
q t●._

岬
亡
で
ふ
邑
邑
世
雀
毒

卓

10



∧U

叫
＼
〕
q
ミ
票
-
品
Q
せ
威
せ

8 10

1963

12 2 4 6 8

1964

10 12

第3図 牛乳中のSr-90とSr-90月間降水竜
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中 共(2回目1 7.0脚e/mg 昭･40･5･21採取

第1国 雨水の放射能観測値(定時観測=

(6時間更生使1

しかし雨水への酵響はピーク後数日で平常忙復し･減衰の著しいことを特長としたゥ

金沢大学理学部尾上で採取した塵およぴ,衛生研究所構内忙おいて採取した雨水中のちり忙ついて･

r線スペクトルな神戸工業製10Gチャンネル波高分析器(井戸塾-(金大理学部1忙より動産し･

含有きれる核種せ推定すると･寧=蓑のとおりであも｡中共の2回白ほ1回冒忙比凱,円$Sion

た｡

壌
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第2蓑 晶白別放射能測定値(平均値)
()内は最低一最高値■

岳

種別!品 目 単 位
■

昭駕年10月～盟年9月 昭39年10月～4n年9月 備考

全~声線
剰一定

〝.

J

T′

/′

H

0.0162(0.003-n.n121 0.口n56(n.nn3-0.0091

+-一肘｢----

‡上水
l

〟〟C/mg

陸 水
下 水

// n.佗46(0.州6-0.n451 0.n179(0.∝阻-0.掴11

n.71(口.40～1.51 0.79(0.52～1.n51
海 水 脚C/g

0.082(0.03～口.181~転1｢ 原 乳 仰/密~
n.∩ヨ7川.n12～0.甜1

22.5(3.4 ～52.41 43.6(22.昌一-64.71
〝

/′土 塊

草地cm

･柑X3咄1 脚亡湾訝lL

(10触6C甲
〝

′

9.9(9.2■-1n.61

魚 類

あ じ

仙/筆算
n.6T(0.23′-1.481 0.掴(0.02′-0.爬)

/′

〝

〝

/′

/′

〝l

司

さ ば /′ 0.05

かれい
〝

口.42(0.1′-1.141 0.02(0.ql～0.03)

0.02
い:bし

〝

ふ 花
〝

0.02

らい魚
〝 n.05

空 間 博 ■竜
〝r/hr 4.5 (3.6 ～5.7) 4.G (3.9 ～6.01

r線測定
末正鮭_

l

科学拒

4 調査是

以下灯

下塵の年



第2囲 落下塵中の全放射能の各年降下竜の愛野ヒ

○硬 水

事給
水

ムす仁:水

+下 水

5 考 察

也_卜の幕
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る0また土壌は表土が高い値を示し深度せ増すに従い急激忙減少する｡

窮1未 各種試料放射能劉=置結果

種 別 年 次
最 高 値 最 低 値

採取地 軋 建 値 採取地

上 水

63.4

-64.3

64.4

′-65.3

63.4

-■G4.3

河 川 水

64.4

′-65.3

京都市

蹴上浄水場
191.1〟bゼ

京都市

献上浄水場
-

54.帥J吋ぜ

京都市

蹴上浄水場
81.餌牝疋

京都市

蹴上梓水場
2l.1上りtンぜ

京都市

鴨川U二陶

京都市

鴨IIlし出尉

226.6脚C′g
京都市

川(上流1 -5錦4.7J叫ンぜ

60.3仰屯′ぜ
京都市

鴨川(上流)
3.0出払′ぜ

63.4

～64.3

京都市

鴨川(下流)

京都市

鴨Jtt(下君和
-

83.1即吟ぜ

64.4

-65.3

京都市

鴨川(下流)
30.5J埴C′g

京都市

鴨川(下i和

牛 乳

63.4

～64.3 右京区
3.3〟噌

京都市

右京区

64.4

～65.3

京都市

右京区

茶(製茶)

E3.4

-■64.3
宇治田原町

京都市

右京区

55.6鵬

64.4

■-65.3

和 束 町

喋
尭
世
壱
撃

ると考貞

い値を元

間の陣｢
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せ記録t

lでは∃

月が最ヰ
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〔C〕辞遊押輯:-64年10月以東週2臥衛研屋上(地上約…可で簡易炉廟式壊盛儀摺

(いてタ〕せ凧､で晦阿2.nOOゼの空気せ吸引し,折紙上忙採収した牌蝶せそのまゝ,計数潮

位Lた｡この結凰1月2n,22日の2回にわたりIll･0-13･4cp叩/m3(6時周東正

植)でヤ潤よりI翫､カウントを記録した0降水の測道結果を考え併せれはソ連の核実験による影

珊と推岸される｡浮遊畠中の放射能は冬期より春期忙次第忙減少している0

〔D〕附記:-また1965年5月14日中共が辞2回の核実験を行たったと発表きれた坑その

影掛咽2の減衰曲線把明瞭に表わされている｡5月20日の降水が著しく高い値(7,168･6

脚｡/g〕セ示した力もこの試料の放射能は1ケ月後約姦忙威少Lた0

52 大阪府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

大志野 草. 沖 岩四郎

菅 田 幸 子

大阪府把おける,降下物中放射能調査の結果を中心忙報告する｡前回幸艮告俸,ソ連地下核案晩節2

回中共核実験が行なわれたので,王妃その影響忙ついて報告した㌦もここで報告する測定値は･全ベー

タ放射能忙関するものであり,脚0への換算はすぺて試料と同重電¢KOlを凧､て行った｡

1全降下物:原則として10日間.表面積1000平方センチの水盤で捕集した雨水と降下塵智全竜

濃縮して測定した｡その結果を第1図忙示す○縦軸の単位はme/kI謹dayである｡

2 浮遊塵:

.軋上J増子雪

である｡

第l図ヨ

り.浮遊感

鹸の許響♂

中放射能J

全降下物q

値忙対し男

倍程度で感

得遮塵中て

差が碍らオ

も,ソ連雲

共時1｡己

して,こ♂

打払 放卓

がかなりま

からではプ

る｡

3 雨水:
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第1蓑 降水中の放射能の推移

月 別
剰岸 平 均 値 最 大 値 最 小 値

■

降水による降水加Im当り

票讐詔覧｡ブK讃回数 〟〟C/mゼ β〟e/mg 〟〟C/mg

39∠駐1n月 9 5.94 39.03 0.004 186.38 2.53

11 7 0.1丁 0.28 0.005 5.44 0.07

12 5 0.12 0.19 0.06 2.04 0.12

4n年1月 4 0.21 0.38 0.02 7.40 0.14

2 8 0.23 0.81 0.02 2.43 0.12

3
つ･
J 0.16 0.30 0.04 T.01 0.06

4 9 0.09 0.19 0.001 5.74 0.OT

5 四 1.40 13.33 0.Ol 12l.63 0.44

6 10 0.09 0.37 0.00l 5.28 0.04

7 14 0.04 0.10 0.000 8.84 0.04

8 2 0.04 0.06 0.03 0.30 0.04

9 13 0.03 0.10 0.000 2.9T O.005

即ち第1回梓爆発(39.10.161の時は10月17日-18日未明(降雨竜16.8ミリ)の降雨で

は0.042±0.025ノ上〟c/町gであったが,実験後5日目の21日(降雨竜2.2ミリ)の雨では

12.268士0.125上川亡/叫どな示し,21日～22日(降雨昔3.9ミリ1の雨では39.03士

0.22J川C/吼gを示Lて最高値となり,22日-23日(降雨竜l.9ミリ1並び把27日(降雨竜

l.5ミリ)の降雨ではそれぞれ1.649士0.05〆り托/mg,並びに0.723士0.06J叫亡/mゼと

減少し,以後実験前の値となった｡

働
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窮2未 陸水,食品等の放射能 上 水:神戸市上水道

牛 乳.
r牧茸1●

県立農業試験場

天 水:Ⅰ神戸市(高取神社1

Ⅶ川西市r能 勢1

n

試料名 単位 39年
10月 11 12

4q年
1月 2 3 4 5 6 T

∩

8 9

上水原水 〟C/g l.88 5.2l 6.14 n.64 3.47 2.87

〝処押水
/′

3.87 3.45 6.0了 4.33 7.95 5.6l

天水｣
Ⅶ

//
36.53 3l.93 8.98

〝 26.38 n.2l 1.77

河J‖水
′′ 5.n7 0.2l 6.1n 3.68

牛 乳
H 巨頼ダ n.訪‖ 0.49 0.26 0.2n n.22

牧 草
‖

′′

n

1.79 5.52 4.16 2.36 n.5l

空間韻億

ト

口
担r/血r
uM

10.12 10.30 9･09t
8.53 8.85 8.63 8.40 8.48 T.24 8.37 8.73 9.15

考えらかる〔

陸水中上水の放射百巨竜で処理水の方が原水よりもやゝ高い数値を示している抗 力リウム忙よるも

のかどうかはたお追試検討したいと思っている｡
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龍ピークボある忙もかゝわらず･その射ヒは認められず.昨年度宋より漸次減少する傾向であっ払

ivl河川水 本県内の河川水は上水等と同税 f乱1lo雨の野響はほとんど認められなかった｡

放射能の年間平均は高梁川2.2脚C/g,池河川l.8榊亡/gである｡池河川がOsrの年間平

均は〔.6n上川C/ゼであった｡

2 食 品

il果果敢類 果亀穀類は玄米を除き栽培がIn月収前であり.中共の核実験忙よる影響は受

けず前年度ょり低い放射能であった｡

果賓(靭の放射能は認められなかった坑･穀類は′ト麦.大麦とも把巾.3脚亡./鼠玄米0.2脚亡

/ダである｡

iil野菜 本年度ほ中共の撰集験前と,その後忙試料を採取した｡核実験前の大横尭
ホーレン草

の放射能は,いずれも平均0.3仰C/gであった坑 実験後は僅か忙高く大根棄0.4脚e/ダ,

ホーレン草0■5掴C/ダに上昇した0 しかし横薬類は前後とも変らず前年度と同様低い放射能

〔大根馬鈴薯黄巾･2脚C/ダ)であった｡大根覿ホーレン草の掴如は10月以後同一地点で3

回測摩した｡大根棄は平均1口1.1J叫亡/K凱 ホーレン革49.0脚亡/粕であった｡

iii〕牛乳 牛乳は授与飼料の明確な岡山鼎酪農試験場の原乳をもちいた｡放射能は10月忙0.3

脚C/ダを検出した坑 他の月は0.0～0.1J叫C/ダであった｡

ivl魚貝如 いかは.極めて低い放射能であった坑 しじみほ平均l.1脚C/ダな認めた｡

3 其の他

牧草 本年度の牧草は前年度忙比べて種別喝の相違が少く,放射能も漸減した｡4月から川月

までに栽培きれたイクリヤンライダラス等3種類の放射能は平均1.5上川C/ダ･である｡

以上の結果をまとめると一本年度の各試料は.雨水な除草顕著な放射重臣の変動は見られず,前年度末

より減少する傾向を示した0また核種分析試料の中で特把掴srの著しい汚染は認められなかった｡

た

帯

発

っ
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側

中
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2
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9
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3

39.

39.

3 9-.

4 0.

3 土

測定



笥3表 見偉物の放耶巨r脚亡/5nn刀岬灰 昧Kし

l許 ポー

小

小

玄

玄

安

東

米

華

玄 革

玄 半

卑
や
ぺ つ

キ ャ パL つ

費 や {こ つ

費 ゃ
ぺ つ

大 悦〔恨1

大
.恨
r東1

大 悦 r根1

長 堀一葉1

大 悦 卜根1

大 堀r頒1

大 堀｢ヰ艮1

大 堀r柴1

採収 駐 日

3 9. 7

3 9. 丁

39.11

3ウ.11

4n.1

4n. 1

39. 6

39. 6

4n. 2

4n. 2

3中.11

3q.11

39.11

39.11

3 9.12

39.12

3 9.12

3 p.12

l席こ･取.･他

新 宮 町

筑 紫 好 打

新 宮 町

輯 嘩 野･汀

帝 ･卑
町

許 囁 jヰ･【tT

志 免 l町

補 ドd 市

志 免 町

福 岡 市

志 免 町

志 免 JT

福 岡 市

福 間 市

志 免 町

志 免 ･llT

摘 同 市

2l.9 七 4.4

25.弓 士 5.1

1n.5 七 4.2

6.3 士 ヰ.4

32.8 士 3.6

14.2 士 4.4

7.5 七 5.6

6.5 士 5.5

14.0 士l;.8

-1n.9七
6.2

5.5 士 5.持

′lR.1士
4.8

2n.0･士 6.n

7丁.3 七 6.2

-33.2士
5.$

47.3 士 5.n

-3n.持｣;
5.4

摘 押 t市l15.n 十l.2

■一■岬--■ 一-■■一一 一

一
■-･一

味 涜
.ニーー

ーニニ･･一

一
-･■･--･■-一-

-
-･･･■

~■

29.n 士巧.2

61.5 士5.5

2f;.n士6.g

ll.6 士5.6

6q.3士`l.9

B3.1士5.8

4汚.2士5.6

46.2士5.3

採相=
--▼-■■~

.._._~~■
3 q.

39.

3 9.

長崎握に:

雨水と碑i

ln月19■
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のそれ把比1

月の丁8n仁

平均降下部て
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58 浮遊塵中の第2回申共棲実験

による放射能と自然放射能

大阪府立公衆衛生研究所

大志野 毛 沖 岩四郎

菅 田 幸 子

放射稚対策本部では･1ケ月を起きない期間忙関する放射性降下物の全ベータ放射能が2.5c/km2

以上という値せ行政的措置な必要とする第一段階と定めている0人仕忙対する放射線の影響な考える場

合･長期間忙わたる禎曝撥音を問題にする方が正しいといえるが･核爆発実験の行なわれた緊急時忙は,

降下物中放射能を速か忙検出することが行政的忙電求きれる○我々は平常業務として,1ケ月間の全降

下物(分析研へ送削･10日間の全降下軌降雨毎の雨水 6時間の浮遊慶一週1回1を行っ･〔いる｡

緊急時忙は･6時間の浮遊塵採取の頻度せあげる一克結果を速か忙知る臼的でl-2時間の『舐式集

塵を行っている0しかし この場合把は･空気中の自然放射能rラルートロン系列)の彩咽せ考慮し

たければたらたい0空気中の自然放射能忙は凌動のあることが知られている坑それがどのように変動

し･叉その幅はどの位か?まね試料をどの位戒少きせれはOMカウンターで自然放射能と核爆発実

験の影嘩を分離出来るのか?r科学技術庁:放射能測定法忙よると.6時間値およぴ72時間値な採用

するよう把なっていろ1｡これらの問題を解明するためI第2回中共核実験時r1965年5月14日)

を利用し･『蘭式集塵器把よる1-2時間の浮遊塵採取せ1週間連続的把行ない 図に示す結果を得た｡

国中･楕軸は採取時一躍軸はカウント数の対数(動肌への換算が困難なのでcpmで表わしたl,上

の点は採取後l町分- 2番白は6時間･白丸は72時間値を示す○成東な追跡した結果と合わせて,次

のことホいえよう｡



59 各種食品t 陸水.雨水ちり.土

等の放射鯖調査

社団法人 分析化華研究所

浅 利 民 弥. 千 葉 盛 人

○黒 田 雅 之, 櫓 山 繁

高 橋 秀 典, 中 尾 知 ≡

仁 木 幹 夫, 山 口 久 夫

科学技術庁放射能委託計画にもとづき各都道府県衛生研究所が採取した雨水ちり,陸水 日常免野

菜,牛乳等が¢sr,13Tc呂,川oeの測定結果を1964年庇およぴ1965年鹿8月まで忙採取

した試料忙ついて報告する｡

1964年4月-1965年3月までの測亨引直を地域別把平均したものせ蓑1把示す○

動転結果の械電

1雨水ちり:甘Osr,1ユーcBとも昨年忙比敬してその値は妬｢毎に減少しており,全国平均値は
90srで0.85mc/Km2,137csは1.2Omc/KTrPであった｡

降雪地方の日本海側〔青森排軋新風石JtL福井鳥取1および太平洋側(宮城1の各県は昨

年同様高い値を示し〔いた｡

その他高知 長崎も比戟的高かった｡

各月の平均値は4月から6月にかけて増加し以後の増或は見られたいホ.降雪地ではIl見12

月にかけ増加が見られる｡
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7 海底土: 月の変動ほたい｡

地域的にも惜向せつかむことが出来たかったが,平均日日rは0.n5叫C/Kg,lきTo8は0.45

叫上C/Iくg,144口eは3.n3m〟c/Kgを得た｡

90srにくらべて13Tcs,144ceの濃縮が若しかった｡

8 土域:草地裸地との差は認められなかったが,l=ceについては草地の平均153mc/Km2が.

裸地てHま105mc/【血2と裸地がやゝ低いが測定値の一打が大きく汚染の傾向はつかめない｡

9 郎L:試料1n Oタあたりの平均値は叫srが15脚亡/10叩,川0畠は90～205〟此′l00タ

であった｡

全眼筋孔脱脂那L.育児用調製粉乳との差蛙ほなかった｡一般忙本州北部の試料(北海道岩手1

に高い値が見られた｡

10 牛乳:gOsrほ埼玉愛知和歌山京軌兵嵐広島が低く,青森,秋田‥鳥取鹿児島が高い

が,1‡Tc畠の値には地域差ほ見られたい○月の変化も著しいものがなく全体忙昨年より滅少の傾向忙

ある｡

11茶葉:1番苑､2番茶について.埼玉 京軌 静岡産の試料な剰饉した｡(表21

その値ほ〟鋸/Kgで昨年のほぼ妬に兢少している｡静間は他の2県より幾分高い値を示し一〔いる｡

12 野菜: 種類別の平均値を衷3忙示した｡

遁月変化に著しい傾向はたい｡又白艶 キャベツ(結球する野菜〕はホーレン革,つけなよりも汚

染が少い｡

丸根黄熱ま大根のみで比較把ならない坑大根の根部と葉部とでは帥sr,lき70s とも葉部把高

くその値は根部の約2倍把汚染していて他の葉菜類よりも高い値を示している｡

第2蓑 茶菓中の掴sr,川08

口走人の

城.新潟.
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(1964生死亡)

年 令 地 区
試 料

採取毎月日
骨 種

S.U 士 S.e.

90日r

pci/g
na

1964生2月

2 月

〝

月

月

月

5

2

5

〃

〃

〃

〃

2 月

19 6

之14

之6 9

22 6

之61

之67

171

之12

114

a7 3

160

ZlO

ま20

之05

18 5

19 8

808

n O R

nlO

809

810

810

808

且n9

q O7

q O9

n(1日

q O9

809

q O 9

n O8

q O9



骨 種

S.U.士 S.e.

90sr
pr】i/g

na

6 月 〝

7 月 〝

4 月 〝

11月 男

〟 〟

〝 〝

月

月

2

4

〃

〃

16 才

〝

〝

〝

〃

〃

l

1

4

7

月

月

月

月

〃

l

月

月

8

9

〃

女

男

〟

〟

女

男

〟

女

男

肋 骨

〝

肋 〝

〝

背 椎 骨

大 腿 骨

背 椎 骨

大 腿 骨

肋骨大腿骨

〟■

大 腿 骨

肋骨大腿骨

〝

〝

大 腿 骨

肋 骨〔3'

2日3 士
qll

174
士
n(18

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

史U

1

3

■h

7

6

∧U

(U

4

り】

9

7

1

3

7

9

7

3

ユ

3

9

1

3

7

ワ･

一b

ワ】

(U

1

7

7

7

轟b

3

a

a

a

a

4

且

之

⊥

且

毘

ユ

A

⊥

91

A

ウ】

ウー

l

1

1

1

∩}

爪u

(U

6

1

1

∧u

(u

nU

n}

∧u

爪u

2

1

1

1

(U

nO

l

(U

ワ】

4

1

ツー

l

l

l

l

丘r

■n

n小

爪u

○
口
.

〇
爪u

nlO

n14

811

nlO

32-35

34-38

40-42

45-4告

51-55

56-59

60-69

70一丁9
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吼Lストロンチウムー90の昔横畳は出生年が1950年-1954年までは除々忙増しており.1954

年から1955年忙かけて著しく増加している｡1956年から1958年生九のものも年々増加を来し

ているか1954年-1955年忙比べその増加範囲はやゝゆるやかな棟である｡

また,出生後の晴育状態忙よる差異は,出生年か1954年以降からは母乳栄蕃児忙比べ人工栄蕃児と

混合栄養児の乳歯の方か少しづつストロンチウムー90豊か増加していく傾向か見られた｡

次忙.触蝕のある歯牙を用い,健全側と頗蝕側忙切断して夫々まとめたもの,鮪蝕の程鹿の著しい歯の

みをまとめたものを試料として分析な行って比叡したかストロンチウムー90童忙有意の差はみとめら九

なかった｡

東海地方(名古屋を中心とした)の乳歯も収集したので1956年と1957年生れのもの忙ついて少

数例ではあるか分析な行ったが.関東地方と東海地方の間ではとく忙地域忙よる差異はみとめられないよ

うである｡

覿一表は1950年から1958年生れの乳歯忙ついての母乳柴愚人口栄番および混合栄養別の分析

結果なまとめたものである｡

=内は分析試料故を示す｡

第1表 乳歯中のストロンチウムー90重度(仰c/gCa)

前報l

の出納点

て帥 8

被試属

試験ゴ

う忙しま

摂取し九

QOsr

実麒斌

2.0〟βc

2期て

さ九た｡



斜2 表 禎試験者

年 令 体 重● 身 長

A 12 375Ⅹg 145 cm

B 12 485 144

0 12 3丘0 144

D 11 3AO 144.6

E 12 3已8 147

第3表 1拙忙おけがOsrの脚掴亡/day

被試験者 摂取量
排 泄 量

蓄積量
尿 尿

A 旦69(2al) 191(187) 之66(3ま3) 已12

B ′′/′ ま58 (1叫) n86(183) 丘25

C ′′

151(1a9) 之73(479) 昆45

D ′′

101(ユ0) 132(471) 7 36

E 〝 136 (丘9) 之47(213) 邑86

平均
H

且69(2ユ1) 167 (1q8) 之01(3a6)
I

且10

()内はS.U

前回1･2)｣

1965d

全血液さ

した放射1

200-二

を補正しブ

研究所j

レベルは虚

血中レべ

定(pc/

の身体負帯

述の因子弓



AkiIa

Ishikawa

Miyagi

Saitama

0-1463

-1466

-1609

●lg97

-2052

2042

2n43

2047

2053

2055

0-445

-462

-463

-46丁

-46g

29.4

43.2

28.6

968♯

35.l

26.2

22.9

22.2

22.3

34.3

15.0

34.2

23.9

35.9

23.0

34.3士7.0

25.6土5.l

26.4士持.6

26.8士2.丁

Osak

ロkay a

Subje



No r thcrn Kant o

Sりu tIIC rn Kan10

Kinki

Set
o-uChi

NOr=lern Kyushu

Me an

41.7

3 0.2

26.6

25.1

34.9

3 8.1

2 6.8

24.4

25.1

26.2

20.1

2 6.6
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思われるのは覿2表忙示した1964年埼玉県成人男子間の畠1965年千葉県成人男子尚の人体負荷畳,

尿中耕泄畳の差か見られることで明らかである｡セシウムユニット町人体負荷量と尿中排泄量との相関

性な見たのか鮎5囲も1如4年のデータを加えて解析すると相関が低くなる傾向はセシウム鰻度問の

相関性と同様であるか.196韓忙関しては,昨年までの結果とは避忙セシウム強度の相関の方か優れ

ている｡この原因忙ついては検討中である0次忙1965年5月忙採取した埼玉県成人女子の10人甲尿

を時間を四分して各地間の尿中濃度を測定したのか第3表である｡これから明かなよう忙Os-137の

尿中排泄量.セシウムユニットとも忙採尿時期忙上り有意忙異なるので,尿中法度から人体負荷畳を推

定する場合忙はスポット尿を集めたのでは非常忙不完全な催しか得ることかできない｡

(結 論)

1.1965年1月から7月の期間では人体負荷畳と尿中排泄量との相関はy零0.90Ⅹ+3.3(Ⅹ=100

Ⅹ)の回帰直線で最もよくあらわき九.その相関係数はαご0.98･セある｡

2.1965年1月から7月までの有効性物学的半減期は15人机上のグループな1試料とすれは60-

90日としてよいぐ但し個体差は3倍程度みられる｡

3.従ってこの実験式から個体毎の人体負荷畳を求めるのはかなり危険であり.この式は平衛時で.15

人以上のグループの平均値な求める場合忙のみ適用範囲を限るのか妥当であろう｡

4.人体負荷量な推定する目的でスボブト尿な用いるのは避けるぺきである｡

最後忙本葉験忙御協力いただいた放射線医学総合研究所職員,国立公衆衛生院職員の方々.特忙放射

線医学総合研究所技術部八代氏忙記して謝意を表します｡
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第1衷 月平均仁=コs-137人体負荷乱 平均24時間尿中のOs-137鼓 その比乳 及斌

各セシウムユニットとの比率

1963宜11月-1965年7月)

body htrden
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urineC)ci

OnCn ln ur

ine bdy
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川.7)

(9.6)

(12.3)

(13.0〕
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14.0
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14.7
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(0.69)

0.62

(0.62)

0.58

(0.52)

0.76

(0.73)

0.85
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筑2未 開一食事をとっている成人男子の人体負荷畳と24時間排泄量中のCs-137

埼 玉 地 区 1964年
d;1t e 白

SanlPle b〔dyburden ConcninUrine C.U.in C.U.in

(mJJCi) (pCi) Ⅶ1Ulebd Wrine

July

November

M.Ⅰ. 12.9 161

y

9l 13 2

T.Ⅰ. 13.3 9 6 8 2 9 6

0.H. 11.2 171 71 171

R.N. 17.4 10 4 9 9 10 4

S.0. 16.9 8 8 9 6 8 8

K.S. 2 2.0 81 12 2 81

Nuvember

巴

M.Ⅰ. 12.8 5 8 8 2 4 3

Y.Ⅰ. 14.3 5 8 9 3 4 5

M.Ⅰ. 16.6 71 101 6 9

Y.S. 11.9 61 7 9 4 4

K.H. 15.7 10 6 8 8 7 9

H.T. 11.5 52
u

68
u

78
●.▲__
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